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募集要領
1．対象となる業績と候補者の資格
A．学会賞

本会正会員であって，化学工学に関する優
れた研究を行い，学術上特に大局的に顕著な
業績のあった個人。（ただし，過去に研究賞を
受賞した者は受賞してから満5年を経過しな
いと推薦を受けることはできない。）

B．研究賞
本会正会員が行った化学工学に関する新規

性に富む優れた研究，もしくは特に完成度の
高い優れた研究で，学術論文誌に発表された
もの。ただし，本会会誌掲載論文があること
が必要。受賞者は個人もしくは3名以内の共
同研究者。

C．研究奨励賞
2025年4月1日現在において満35歳未満の

本会正会員であって，化学工学に関する優れ
た独創性・萌芽的研究を学術論文誌（本会会誌
に限らない）またはproceedingsに発表した個
人。共同研究の場合は主な研究者1名に適用。

D．技術賞
本会正会員あるいは本会維持会員または特

別会員である法人に所属する技術者であっ
て，化学工学に関する技術または化学関連産
業の技術に関して特に業績のあった個人もし
くは5名以内の共同研究・開発者。

E．技術奨励賞
2025年4月1日現在において満45歳以下の

本会正会員であって，化学工学または関連産
業に関わる主として技術上の優れた業績をあ
げ，学術論文誌，特許，技報などで対外に発表，
または本会の年会・秋季大会・支部大会等で
発表した個人もしくは3名以内の共同研究者。

F．女性賞
化学工学または化学関連産業に関わる技術

上の優れた業績をあげた，あるいは化学工学
に関する優れた研究を行い，かつ男女共同参
画推進のための制度や環境の整備に貢献した
個人。

G．功労賞
①教育功労賞

本会正会員に限らず，化学工学およびそれ
に関連する基礎教育に従事し，教育上顕著な
業績または功績のあった個人。本賞は，高校，
工業高校，高専，および大学関係者等個人を
対象とするが同一業績について3名以内の連
名で受賞することができる。

②研究功労賞
本会正会員に限らず，化学工業技術に関連

する業務に当たり，装置，器具の開発・改良，
特殊技能およびデータの取得・整理などを通
して，研究支援に貢献のあった個人。本賞は，
高専，大学，および企業関係者等個人を対象
とするが，同一業績について3名以内の連名
で受賞することができる。

③学会活動功労賞
本会正会員，または本部，支部の職員（元職

員，嘱託に準ずる者を含む）であって，支部，
地区懇話会，あるいは本部の諸委員会での活
動，会員増強などの学会活動を通じて，本会
の発展に貢献のあった個人。

④国際功労賞
本会正会員に限らず，化学工学関係の国際

会議等の運営及び海外関連学協会との交流・
運営に貢献を行った個人。

H．フェロー表彰
推薦時に化学工学に20年間以上関わってい

る正会員である者，あるいは10年以上本会に
在籍する正会員（学生会員期間は除く），およ
び会長が推薦する正会員個人で，化学工学な
らびに本会の発展に貢献し，今後も寄与する
個人。

I．教育賞
本会正会員であって化学工学に関する優れ

た教育（講義，演習，実験等）を教育機関，産
業界あるいは学会で実践している個人もしく
は複数の共同実施者に贈与されます。

　　　
2．表彰の件数

A．学会賞 2件以内
B．研究賞 3件以内
C．研究奨励賞 5件以内
D．技術賞 5件以内
E．技術奨励賞 5件以内
F．女性賞 2件以内
G．教育・研究・学会活動・国際功労賞
　　 各2件以内
I．教育賞 5件以内

　　　
3．表彰の内容

A．学会賞 賞状及び記念碑
B．研究賞 賞状及びメダル
C．研究奨励賞 賞状及びメダル
D．技術賞 個人に賞状及びメダル，
　　 代表者の属する法人に記
　　 念牌
E．技術奨励賞 賞状及びメダル
F．女性賞 賞状及び記念品
G．功労賞 賞状及び記念品
H．フェロー表彰 化学工学会フェローの称号

I．教育賞 賞状及びメダル

4．表彰は，2026年開催の本会表彰式において
行う。

　　　
5．推薦

（1）学会賞・研究賞・研究奨励賞は，正会員の推
薦による。推薦件数は，各賞につき正会員は
1名あたり1件とする。技術賞は，維持会員，
特別会員，支部長，部会長または地区懇話会
長の推薦による。推薦件数は，法人会員は1件，
支部長及び部会長は2件以内，懇話会長は1件
とする。技術奨励賞は，維持会員，特別会員，
支部長または部会長の推薦による。推薦件数
は，法人会員は1件，支部長及び部会長は2件
以内とする。女性賞は，維持会員，特別会員，
正会員の推薦による。推薦件数は，各会員1
件とする。フェロー表彰は，会長，維持会員，
支部長，部会長，名誉会員または正会員の推
薦による。なお，正会員は3名以上の連名に
よる推薦とする。教育賞は（1）本会正会員，或
いは，化学工学系の学科または大学院専攻を
取り纏める責任者（学科長／専攻長に相当）の
推薦による。

（2）教育功労賞は，支部長または人材育成セン
ター長の推薦とする。研究功労賞は，維持会
員または特別会員の代表者，支部長，または
部会長の推薦による。学会活動功労賞及び国
際功労賞は，支部長，部会長または常置委員
会委員長の推薦による。推薦件数は，各賞と
も1件とする。

（3）本会で定めた推薦方法に従い，本人の了解を
得た後，所定の書式による推薦書一式（電子
ファイル）をWebサイト（https://www.scej.
org/award/apply.html）内の推薦要項に従い，
本会宛に6月30日までにアップロードして提
出してください。

（4）推薦された候補者は，所定の書式による選考
資 料 一 式（ 電 子 フ ァ イ ル ） をWebサ イ ト

（https://www.scej.org/award/apply.html）内
の推薦要項に示されている手順に従い，7月
31日までにアップロードして提出してくださ
い。

　　　
6．問合せ先

公益社団法人化学工学会
学会表彰担当
TEL：03-6801-5563
E-mail：soumu@scej.org

推薦締切　学会賞・研究賞・研究奨励賞・技術賞・技術奨励賞・女性賞・フェロー表彰・教育賞：2025年6月30日
　　　　　功労賞� ：2025年8月31日

　2025年度化学工学会賞（学会賞・研究賞・研究奨励賞・技術賞・技術奨励賞・女性賞・功労賞・フェロー表彰・教育賞）
の受賞候補者を会員各位より，下記募集要項をご留意の上ご推薦いただきたく存じます。
　（アジア国際賞は，推薦締切が2月15日となり，Webサイトにて推薦ご依頼申し上げております。）
　なお，推薦方法の詳細及び推薦書はWebサイト（https://www.scej.org/）の表彰ページをご覧ください。

2025年度化学工学会賞候補者の推薦について
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少々堅苦しい表題となってしまったが，化学工学という
学問・技術が身近なものであり，今後も我々の生活や社会
にとって欠くことのできない存在であることを改めて共有
されることを願い起稿させていただく（2024年11月執筆）。

冬の到来を感じるこの季節は，温泉に行くのを楽しみに
されている方も多いだろう。温泉にはさまざまな種類があ
り健康効果をもたらしてくれるが，その成分分析や効能の
研究においても化学工学の技術が駆使されている。また，
熱湯好きの方もいるかも知れないが，湯船の中で動いて熱
さに耐えられなかった経験をされた方も多いだろう。この
現象を化学工学の視点から見ると，①対流の促進（静止して
いると体の周りに比較的冷たい水の層ができ，これが断熱材のように

働くが，動くことでこの層が破壊され熱い湯が直接肌に触れて熱をよ

り強く感じる），②熱伝達の増加（動くことで熱の伝達が効率的に

行われ熱量が増加する），③水の撹拌（湯船の中は温度が均一でない
ことが多く，動くことで温度の高い湯が体に触れ，さらに熱さを感じる）

等が要因として挙げられる。まさに熱伝達や流体力学の原
理に基づいており，化学工学は自然現象や身のまわりの事
象を可視化し定量的に理解するのを助けてくれる存在だ。

一方，産業界に目を向けても化学工学の適用範囲は多岐に
渡っている。例えば，石油精製やプラスチック製造のプロセ
ス開発から機器設計，オペレーションの最適化まで。ナノテ
クノロジーやバイオの分野でもその知識は不可欠であり，大
規模な生産施設においてはプロセス全体の効率化のためシス
テム工学的アプローチも必要であり，経済的かつ効率的な運
用に貢献してきた。最近では，現代社会の重要課題であるサー
キュラーエコノミー（CE）やカーボンニュートラル（CN）に向
けて重要な役割も果たしており，廃棄物のリサイクルや再生
可能エネルギーの利用，更には，二酸化炭素の回収・貯留技
術（CCS）の開発も化学工学の重要な研究分野の一つと言える。
さらに，AIやデジタル技術の導入および連携は近年急速に進
展しており，安全工学の面だけでなくスピードやコストの面で
も多いに期待されている。そう考えると，化学工学は昔も今も，
これからも重要な学問・技術であることに変わりはない。

ところが，最近の化学工学を取り巻く実態は順風満帆と
は言えず，むしろ危機的な状況に近いと言わざるを得な
い。2021年に化学工学会が実施した化学工学に関するアン
ケートでは，「化学工学修得者への企業ニーズは9割以上あ
るものの，うち半数は人材確保が出来ない」という厳しい
実態も明らかとなった。教育に関しては，「基礎的な教育」
をはじめ「実学的化学工学的手法」「スケールアップ手法」

「プロセスのモデリング」等のニーズが高く，なかには「流行
ばかりで基本が身についていない」などの嘆く声や「理屈で
事象を考える力」「設計手順，コスト感覚等」の習得を期待
する声も寄せられ，改めて「化学工学の基礎」と「実学とし
ての化学工学」への期待・要求の高いことが認識された。

そもそも化学工学は実学的要素が強く，産業界に大きく
貢献できる学問・技術である。それは，以前は化学工学＝
プラント設計という印象が強かったが，今ではエネルギー
や環境，バイオなど広い分野でも適用されており，化学工
学がプロセスを扱う学問だからである。プロセスはあらゆ
る場面で多くの化学的あるいは物理的な変化において存在
し，その規模や形態も多様である。つまり，化学工学は汎
用的な学問であると同時に，基礎的な要素技術を体系化し
たものであり，これら要素技術を組合せることで社会課題
を解決するための一助になっていると言える。従って，化
学工学に対する教育や人材育成に求められる役割は大き
く，高等教育機関（大学，工業高等専門学校など）や企業の教
育に加え，化学工学会が主催する各種カリキュラムの充実・
提供は大いに期待されている。一方，技術者に期待するこ
ととして，専門領域のスペシャリストでありながら他分野
との共創を引き出すジェネラリストとしての活躍が挙げら
れる。自分の専門領域，自身の興味のみに目を向けてしま
いがちだが，自身の持つシーズに固執し過ぎず，ニーズか
ら価値を創造できる人材が求められている。

今後，産業界における化学技術のあり方や方向性は変化
していくかも知れない。従来の技術分野だけに取り組んで
いては，新規事業の創出やCE・CNといった社会実現は難
しいと思われ，これまでのプロセスは全く新しいものに変
わる可能性もあり得る。しかしながら，化学工学の基礎的
データや化学装置に関する安全情報等は，新しい技術を社
会実装していくうえで不可欠なものに変わりなく，今後ま
すます化学工学が身近な学問となり，その価値・魅力が広
く伝わり，新たな社会実装に貢献できることを期待する。

   

化学工学の社会実装
    
Social Implementation of Chemical Engineering
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Narutoshi HYOUDOU（正会員）
1990年 九州大学理学部化学科　卒業
1992年 九州大学大学院理学研究科修士課程　修了
1992年 三菱化成（株）（現 三菱ケミカル（株））　入社
2022年 同社　技術統括本部技術部長
2024年 同社　オペレーション（日本）本部長
現在に至る
連絡先；〒100-8251　東京都千代田区丸の内1-1-1
E-mail　narutoshi.hyoudou.mm@mcgc.com
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